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新年度予算要望

01行財政運営について
◉行財政改革の推進
行財政改革行動計画の着実な実行と一層の改革強化など
◉働き方改革の促進
育児休暇制度の取得促進など

02拉致問題の解決について
◉啓発事業の強化
若年層に対する啓発事業や教育分野における取組強化など

令和４年度予算に関する要望書（全１８４項目）
を花角知事に提出し意見交換を行いました。

東京電力　核物質防護不備問題への対応

意見書発議

県内視察

※撮影時のみマスクを外しています

令和3年12月16日

東京電力ホールディングス株式会社の参考人に対する質疑

未来にいがた県議団は、議会運営委員会において東京電力社長など経営陣を参
考人として招致し質疑する必要性を強く主張。4月14日に開催された連合委員
会では、会派を代表し小山芳元議員と池田千賀子議員が質疑を行いました。
なお、規制当局に対する参考人招致も提案していますが、こちらは自民党が
検討中として実現していません。

本県では「財政危機宣言」
を行い、「聖域なき改革」を
うたい文句に「県行財政改革
行動計画」を策定し、職員の
臨時的給与削減や、県立病院
をはじめ各種事業の見直し、
削減などを進めていますが、
これにより県経済全体への影
響と、県民生活に大きな不安
を与えています。行財政改革
は事業の効率化を図りつつ
も、経費削減ありきとならぬ
よう厳しくチェックしてまいり
ます。加えて、新型コロナウ
イルスの感染拡大が各方面に
大きな影響を及ぼしています。

04県民生活の向上について
◉ジェンダー平等の推進
ジェンダー平等の実現に向けた取組と組織体制の強化など

05防災について
◉徹底した検証の継続
３つの検証委員会と検証総括委員会の幕引きを急がないこと

06福祉保健・医療の充実について
◉新型コロナウイルス感染症について
医療・看護、保健所など人材の拡充強化を図ることなど
◉子育て支援の充実
延長保育や病児・病後児保育の更なる拡充など
◉安心できる地域医療と介護の確立
県立病院の再編・統廃合は、持続可能な医療水準の確保と地域住民の理解の
もとに行うことなど
◉医師確保対策の強化
研修医の確保に向けた受け入れ環境整備や修学資金貸与制度の充実など
◉医療的ケア児への支援強化
医療的ケア児支援センターの設置など

03教育の充実について
◉教職員の多忙化解消
新型コロナウイルス感染症対応に伴う負担解消など
◉いじめ対策の強化
早期発見及び早期解決と被害者に寄り添った対応の徹底など

07産業の発展と労働政策について
◉中小企業や県内産業への支援
制度融資の償還据置期間終了に伴う相談体制の確立など
◉労働環境の改善
長時間労働の是正、ワーク・ライフ・バランスの確保に向けた施策推進など
◉カーボンニュートラルの推進
本県固有の資源や技術の活用、技術導入や設備投資に対する支援など
◉人口減少対策の推進
ＩＴ系企業などの誘致、Ｕ・Ｉターン支援や婚活及び子育て支援など

08観光政策について
◉新型コロナウイルス禍における観光客増加に向けた取組強化
宿泊業など観光関連産業の支援、需要喚起策など

09農林水産業の振興について
◉持続可能な農業の確立
米価下落政策、耕作放棄地対策、園芸振興施策の強化など

10社会基盤整備について
◉除雪態勢の整備と冬期道路交通の確保
関係機関と連携した地域除雪計画の立案、異常降雪時の情報発信など

11交通政策について
◉地域の足の確保
佐渡汽船の経営改善、バス・タクシー及びえちごトキめき鉄道・
北越急行の支援など

12警察行政について
◉交通事故の撲滅
信号機、道路標識などの設置、運転マナーの啓発強化など

私たち未来にいがたは、この
先も県民生活の安全・安心の
ために、徹底した感染拡大防
止対策はもちろん、県経済の
維持と活性化にも全力で取り
組んでまいります。

国の審査終了後に明らかになったＩＤカード不正使用や
核物質防護不備問題は、東京電力に対して核燃料移動を
禁じる是正命令に発展しました。

令和 3年 4月14日

柏崎刈羽原子力規制事務所長から
原発の検査制度について聞く　

今般の核物質防護問題
によって、原子力規制庁
が果たす役割の重要性
がより明らかになりまし
た。未来にいがた県議団
では柏崎刈羽原子力規
制事務所を訪ね、検査
制度や核セキュリティ検
査の進め方等について説
明を受けました。

令和 3年 4月9日

核物質防護に係る改善措置報告が9月22日に東京電力から出され、県議会
への参考人招致を主張しましたが自民党の反対で実施されませんでした。
未来にいがた県議団では他会派にも呼びかけ独自に東京電力からのヒアリン
グを実施。核物質防護設備に係る保守点検費用の削減や原子力規制庁への
報告などについて質疑を行いました。

独自に東京電力ヒアリングを実施
令和 3年 12月20日

身近な課題について地方の声を国に届けるため、意見書の発議に取り組みました。

●医師不足や地域間偏在の解消のための抜本的な制度改革を求める意見書（可決）
●地域と医療職場の自主性による医療改革を求める意見書（否決）
●コロナ流行下における格差是正を求める意見書（否決）

●新型コロナウイルス感染症対策の強化を求める意見書（否決）
●子どもと子育て世帯への経済的支援を求める意見書（否決）
●盛土の規制に関する法整備を求める意見書（否決）

●新型コロナウイルス感染症の影響から国民のいのちを守る対策を求める意見書（否決）
●チルドレン・ファースト実現のための「こども庁」設置を求める意見書（否決）
●原油価格高騰への対処を求める意見書（否決）

6月定例会 12月定例会

9月定例会
●会計年度任用職員制度の改善を求める意見書
●成年年齢引き下げによる消費者被害対策を求める意見書
●地域公共交通維持のための財政支援の拡充を求める意見書

2月定例会

新潟県の原子力防災センター・放射線監
視センターでは柏崎刈羽原発周辺の放
射線監視体制について説明を受けたほ
か、原子力災害時の拠点となるオフサ
イトセンターを視察しました。（4月9日）

新潟県原子力防災センターほか (柏崎市 )
●原子力災害について

佐渡振興局の水産担当から水産業の現
状と課題について説明を聴取した後、
ナマコやナガモ（アカモク）の養殖技術
研究について視察しました。（6月8日）

新潟県水産海洋研究所
佐渡水産技術センター（佐渡市）

●佐渡の水産業について

新潟東港開発のこれまでの経緯や保有
する土地の現況、計画中のバイオマス
発電所などについて説明を受け、公共
事業用地・売却予定地などを現地視察し
ました。
（7月30日）

港湾事務所東港分所など (新潟市・聖籠町 )
●新潟東港臨海用地造成事業について

ガイダンス施設「きらりうむ佐
渡」を視察したほか、ゴールデ
ン佐渡では最新技術を活用した
新たな誘客の取組等についてお
話しを伺いました。
（6月9日）

きらりうむ佐渡ほか (佐渡市 )
●「佐渡島の金山」世界遺産登録について

令和3年度






